
レクチャー１

等位接続詞と従位接続詞。

接続詞には「等位接続詞」と「従位接続詞」という２種類があり、それぞれの働

きは全く異なります。

⑴等位接続詞。

①等位接続詞とは。

等位接続詞とは、具体的には そして 、 しかし 、 又は 、 というのは～だからだ

もまた～ない 等のことです。

特に が後ろに｢ ｣をとって､｢ ～｣という形で上記のような意味の接続詞になることを知らない受験生が意外と多い｡

要注意｡

②等位接続詞の働き。

等位接続詞の最大の特徴は、語と語、句と句、節と節とを 対等の関係で 結び

つけるということです。

それから、等位接続詞は、前後を対等の関係で結ぶのであり、

Ｓ＋Ｖ～ Ｓ＋Ｖ… 等位接続詞の後ろに つの｢ ｣がきてしまっている｡

Ｓ＋Ｖ… 等位接続詞が､前後の語句を結んでいない｡

のような形はありえません。ただし、

Ｓ＋Ｖ～ Ｓ＋Ｖ… 同じ｢ ｣同士を結んでいる｡

Ｓ＋Ｖ～ Ｓ＋Ｖ…

という形は ｢ ～｣と｢ …｣に内容的なつながりがあれば ありえます。

ジョンとメアリーは愛し合っている

 は､語と語 と を対等の関係 つまり両者共に主語になっている で接続している｡

私は秘書か社長のどちらかに手紙を出すつもりです

 は､句と句 と を対等の関係 つまり両者共に

を修飾している で接続している｡
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ご一緒したいのですが、今晩は別の人と出かける予定です

 は節と節 ～と ～ を対等の関係で接続している｡

③等位接続詞によって結びつけられた両者は、構造的にも等しくなる。

つまり、等位接続詞によって結ばれた一方が「名詞」ならば、もう一方も必ず

「名詞」であり、「動詞」だなんてことはありえない。一方が「Ｓ＋Ｖ」なら、

もう一方も「Ｓ＋Ｖ」の同構造をしているというわけです。

形容詞

{ }
形容詞

Ｓ＋Ｖ Ｓ＋Ｖ

前＋名 前＋名

… …
読解においては、文中に等位接続詞（ 等 を発見したら、それら

が何と何 誰と誰 を結んでいるのか、等位接続詞の左右の「同構造」をヒント

にして、正確に見極めて下さい。その結ばれたもの同士には以下のような２つ

の共通点があるはずです。

⒈構造的に等しい 例えば一方が｢名詞｣なら､もう一方も｢名詞｣｡一方が｢ ｣ならば､もう一方も｢ ｣のはず｡

⒉文中での働き 機能 が等しい 例えば一方が文の主語になっているなら､もう一方も文の主語のはず｡

特に３つ以上の語句を結びつける場合、「Ａ Ｂ Ｃ」のように、結

びつける最後の語句の直前に をつけることが多いです。したがって、

英文中で「Ａ Ｂ Ｃ」あるいは「Ａ Ｂ Ｃ Ｄ」といった 構

造を発見したら、それらＡ～Ｃ Ｄ は共通して前後の語句にかかっており、そ

れらは共通して１つの文の要素になっていると判断することが大切です。

⑵従位接続詞。

①従位接続詞とは。

従位接続詞は、具体的には …とたくさんあるんですが、要

するに先程説明した 、 、 等の等位接続詞以外の接続詞、と覚えたら

いいでしょう。

②従位接続詞の働き。

従位接続詞は、必ず後ろに「Ｓ＋Ｖ」の形をとり、その「 従･接 Ｓ＋Ｖ」全体

が主節 従位接続詞等のついていない、いわゆる裸の「＋」 に対して、従
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属 した 節になります つまり両者の関係は 対等 ではない 。

従位接続が頭に付いた節 Ｓ Ｖ のことを従位節 従属節・従節 と言う。

言い方を変えれば、従位節と主節を結びつけるのが従位接続詞の働きです。

で、従位節は、具体的に主節に対してどのように 従属 するかというと、そ

れが以下のように２種類の従属の仕方があります。

⒈名詞節 名詞の働きをする節｡つまり文中で ､ ､ のどれかになる､又は前置詞の目的語になる になる。

名詞 として働く 節をつくる従位接続詞には 、 ｢～かどうか｣という意味になる と

がありますが、その中の を使って名詞節を含む英文の

例を挙げてみましょう。

区別しやすいように、主節の主語が、主節の動詞がなのに対して、

従位節の主語はＳ、従属節の動詞はＶと以下の例文では表す。

｢彼女がそう言ったかどうかは不確かだ｣

 Ｃ



｢彼女がそう言ったかどうかは私にはわからない｣

 

｢問題は彼女がそれをやったかどうかだ｣

 

｢すべては彼女がそれをやったかどうか

  前 にかかっている｣

前置詞の目的語

 節と､ 節に関しては､ 以外は 基本的に前置詞の目的語にはならない｡

－３－

接続詞



⒉副詞節 副詞の働きをする節｡つまり文中の動詞や文全体を修飾する｡ ､ ､ にならない になる。

副詞 として働く 節をつくる従位接続詞には 、 、 、 ｢も

し～｣｢たとえ～としても｣という意味の ｢～であろうとなかろうと｣という意味の 、 等があ

ります。

⑴ ＋～ 従･接 Ｓ＋Ｖ…

主節 従属節

私は列車に乗り遅れたので学校に遅刻した

従位接続詞の がつくる節全体が､副詞節として主節全体を修飾している｡

⑵ 従･接 Ｓ＋Ｖ… ＋～ 主節より左側に置かれる場合､主節とはｶﾝﾏ で区切られることが多い｡

従属節 主節

もしお母さんがここにいたら，熱いお茶を入れてくれるのに

従位接続詞の がつくる節全体が､副詞節として後ろの主節全体を修飾している｡

③主節は１つの文に１つだけだが、従位節は１つの文にいくつあってもいい。

中には、従属節の中に、更に従属節があるなんていう文もあります。

⒈ 従･接 Ｓ＋Ｖ… ＋～ 従･接 Ｓ＋Ｖ…

従属節 ↑主節↑ 従属節

⒉ 従･接 Ｓ＋Ｖ… 従･接 Ｓ＋Ｖ… ＋～

従属節 従属節 ↑↑主節

⒊ ＋～ 従･接 Ｓ＋Ｖ… 従･接 Ｓ＋Ｖ…

主節↑↑ 従属節 従属節

⒋ ＋～ 従･接 Ｓ＋Ｖ 従･接 Ｓ＋Ｖ…

主節↑ Ｏ 節内の になる
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  従･節

⒌

＋～ 従･接 Ｓ＋Ｖ～ 従･接 Ｓ＋Ｖ…

主節↑ ↑ 節内の を修飾

  従･節 ↑

一つの文の中にいくつ節があってもかまわないとなると、一体どの節が一番

大事なんだろうと思うかもしれません。それはなんといっても主節です。主

節はその英文の情報 骨組み の中心といってもいいでしょう。複数の節を持

つ英文を見たら、まずこの主節 裸の「 」 を探し、それを見つけ、そこ

から文全体の骨組みを見極めていくことが大切です。

レクチャー２

の用法。

英文を読んでいる中で、最も数多く見かける語のうちの１つが です。「あれ、

それ」という代名詞の にはじまり、接続詞、関係代名詞…と、その用法は多

種多様です。ここで についての知識もきちんと整理してみましょう。

には大きく分けて以下の５つがあります。

⒈指示代名詞の 。

⒉ 従位 接続詞の 。
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⒊関係代名詞の 。

⒋強調構文をつくる 。

⒌その他の 。

それぞれその の使い方を確認していきましょう。

⑴指示代名詞の 。

これは

①「 空間的･心理的に話してから遠いものを指して それ・あれ」

②「既出の内容」の代用。「それ あれ 」と訳す。

③「 既出の単数名詞」の代用。「それ」と訳す。

として用いられる で、みなさん一番おなじみの です。

あれは何ですか

僕はそれをしたくない

東京の人口は大阪のそれ 人口 より多い

最後の例文の は「 」 つまり｢ 既出の単数名詞｣ の代用です。

また は、名詞の前について形容詞的にその名詞を修飾し、「その・あの」

という意味で使われることもありますね。

僕はその歌はすきではない

⑵ 従位 接続詞の 。

これは「 Ｓ＋Ｖ～」という形で用いられる 。この接続詞の の後の

「Ｓ Ｖ～」は「完全な文」がきます。この接続詞の が導く「 Ｓ Ｖ～」

いわゆる 節 は、文中で

①名詞の働きをする 名詞節という

②副詞の働きをする 副詞節という

の２つの働きをします。以下にその具体的な働きを見てみましょう。

言い方を変えれば、接続詞の の導く節が「形容詞節」になることはな

い。「形容詞節 つまり直前の名詞を修飾する節 」になる は、関係代
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名詞の が導く節 。

①名詞節を作る 。

⒈「Ｓ 主語 」「Ｏ 目的語 」「Ｃ 補語 」になる。

節が文の「主語 Ｓ 」「目的語 Ｏ 」「補語 Ｃ 」になるというのは、名

詞節を作る 節の最も代表的な用法です。この場合、訳し方は「～ する こ

と」となります。以下に例文を挙げてみましょう。

彼がそう言ったことは本当だ

主語

彼がそう言ったことは本当だ

仮主語 真主語

主語 となる 節 が長すぎる場合に、その長すぎる主語を文後半に

まわし、空いた文頭 の本来の主語の位置 の部分に、仮の主語、

が置かれる。これを「仮主語構文 形式主語構文 」という。

僕は彼は金持ちだと思った

目的語

問題は、金が無いということだ

補語

仮･目 真･目

私は彼女がそこにいないのが変だと思った

目的語が長すぎる場合に、その 長すぎる 目的語を文後半にまわし、

空いた部分に仮の目的語、 が置かれる。これを「仮目的語構文

形式目的語構文 」という。文中で「  形･分･名 Ｓ Ｖ～」

という形をみたら、「 仮目的語」「 節 真目的語」と見ていい。

⒉「同格節」になる。

これは

名詞 Ｓ＋Ｖ～

という形で、 節が直前の名詞の内容を具体的に説明し直す用法です。この

－７－

接続詞



ような節を導く のことを、「同格」の といいます 内容的に同じことを言ってい

るからと考えればいい 。訳し方は「～というＡ 名詞 」です。

名詞↑
彼が試験に合格したという知らせを聞いた

上の英文では 節全体が を修飾し、その中身を説明しています。

名詞 ↑
英語教育を改善しようという提案がされた

上の英文でも 節全体が を修飾し、その中身を説明して

います。ただこの英文のように、先行する名詞と 節は離れ離れになる場合

もあるので、その場合は注意が必要です 下線部和訳問題等では頻出 。

また、 節を同格節としてとれる名詞は、以下の２種類しかありません。

⑴「思考」「認識」「発言」を表す名詞。要するに｢言う｣｢思う｣｢知る 分かる ｣から派生した名詞｡

｢考え｣ ｢感情｣ ｢意見･考え｣

｢信念｣ ｢印象｣ ｢主張｣

｢知識｣ ｢考え｣ ｢自覚｣

⑵「事実 真実・証拠・可能性等 」「情報 報告・うわさ等 」「命令 要求・

提案等 」を表す名詞。

｢事実｣ ｢知らせ｣ ｢命令｣ ｢証拠｣ ｢通告｣

｢ﾁｬﾝｽ｣ ｢可能性｣ ｢証拠｣ ｢うわさ｣

｢意見｣

実際、文中で「思考」「認識」「発言」「事実 真実・証拠・可能性等 「情

報 報告・うわさ等 」「命令 要求・提案等 」を表す名詞の 直 後に 節

を発見したら、まず「同格の 」であることがほとんどです。ただし、最

終的な確認は、 直後に「完全な文」がきているかどうか 「不完全な文」

がきていればその は関係代名詞になる で判断します。

⒊「前置詞の目的語」になる。

節が前置詞の目的語になるのは珍しくて、以下の２種類しかありません。

特に⑴は頻出で要注意です ⑵は は省略されることが多い 。
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⑴ Ｓ Ｖ～ ①「～の点で」

②「～であるが故に、～なので」

スミス博士のもとで研究できた点で私は幸運だった

テレビは精神を受動的にするのでとても有害だ

⑵ Ｓ Ｖ～ ①「もし～ということがなければ」

②「～ という点 を除いて」

Ｓ Ｖ～

我々みんなが疲れ切っていなかったらこんな事にはならなかっただろう

⒋名詞節を作る 節で、決まり文句的なもの。

⑴ ～ 型。

⒈ Ｓ＋Ｖ～ 「～のように見える、思われる」

私には ジェシーが鍵を握っている人物のように見える

⒉ Ｓ＋Ｖ～ 「たまたま～した」

駅に行く途中で偶然 たまたま 彼に会った

⒊ Ｓ＋Ｖ～ 「結果として～だとわかる」

わたしにはそうすることができないことがわかった

⒋ 人 Ｓ＋Ｖ～ 「～がＡの頭 心 に浮かぶ」

｢ 物事 人 が の頭に浮かぶ｣が下敷きとなっている仮主語構文｡

真主語には､ 節以外に､ 不定詞や疑問詞節がくることもある｡
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彼がひょっとすると犯人かもしれないという考えが私の心に浮かんだ

⒌ Ｓ＋Ｖ～ 「～ということになる」

彼の言ったことから判断すると、ジェームズ氏は無罪ということになる

⒍ Ｓ＋Ｖ～ 「～だといっても過言ではない」

タイガー・ウッズはゴルフの天才だといっても過言ではない 差し支え

ない

⒎ Ｓ＋Ｖ～ 「～なのは言うまでもない」

彼が入学試験に合格したのは言うまでもない

⒏ Ｓ Ｖ～ 「～の可能性がある ない 」

彼は成功しそうだ

彼女が君のことを誤解したとは考えられない

⑵その他

⒈ Ｓ＋Ｖ～ 「それは 実情は ～ということである」

実は私には自分の用事があるのです

この構文の応用形として、助動詞がプラスされた
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① Ｓ＋Ｖ～ ～であるにちがいない

② Ｓ＋Ｖ～ ～かもしれない

③ Ｓ Ｖ～ きっと おそらく ～だろう

④ Ｓ＋Ｖ～ ～であるはずがない

などがある。

⒉ Ｓ＋Ｖ～

前文を受けて 「だからと言って～というわけではない」

私は同意した。だからといって私が満足しているわけではない

⒊ Ｓ＋Ｖ～ Ｓ＋Ｖ… 「～ではないけれど、…だ」

たいして重要なことではないけど、君はなぜ彼の名前を知っているの

②副詞節を作る 。

接続詞の の導く、いわゆる 節が、文中で「主語 Ｓ 」「目的語 Ｏ 」

「補語 Ｃ 」「同格の 節」のどれにもなっていない場合 つまり名詞節にな

っていない場合 、その 節は副詞節になっているとみます。副詞節を導く

節の意味は基本的に次の３つと見ていいでしょう。

⒈ Ｓ Ｖ～ ①「Ｓが～するために できるように 」 目的

②「その結果Ｓは～する」 結果

一番列車に乗れるように私は早起きをした

母親が画筆を片付けてしまい、 その結果 彼は絵をかけなかった

上の英文は「彼が絵をかけないように母親が画筆を片付けた」と 目的 と

解することも可能。後半を とすれ

ば結果の意味のみ。
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⒉

{
形容詞 又は副詞

}⑴Ｓ＋Ｖ Ｓ Ｖ…

形容詞 単数名詞 「Ｓはとても～なので…する できる 」[程度･様態

彼はとても親切だったので、駅までの道を教えてくれた

彼はとてもいい子だったので、みんなから愛された

上の英文のように の後ろに「 形容詞 単数名詞」を入れる

時には「形容詞 単数名詞」の語順にする。

{
形容詞 単数名詞

}⑵Ｓ＋Ｖ Ｓ Ｖ…

形容詞 複数名詞 又は不可算名詞

「Ｓはとても～なので…する できる 」[程度･様態］

彼はとてもいい少年だったので、みんなから愛された

上例のように の後には「 形容詞 単数名詞」を置くことが

できる。

ベティはとても素晴らしいプレゼントをもらったので眠つけなかった

 の後ろには複数名詞や不可算名詞を置くことができるが、

の後には置けない。したがって以下のようには言えない。

×

⑶Ｓ＋Ｖ～ Ｓ Ｖ… 「Ｓは～だ。その結果…だ」 結果

彼は状況判断を誤り、その結果、彼の会社は倒産した

⑷Ｓ＋ 動詞＋ Ｓ＋Ｖ… 「Ｓは大変なものなので…する」 [程度･様態]

「Ｓは…のようなものである」

怒り

彼女の怒りは大変なものだったので彼女は病気になってしまった

彼の態度は彼を知る者みなが彼を嫌うようなものだった

－１２－

接続詞



⒊Ｓ Ｖ 動詞等 形容詞 分詞 Ｓ＋Ｖ…

⑴「 人 動詞 形容詞 分詞 ～」の構文の｢ 動詞 形容詞 分詞 ｣の部分は｢

思っている ｣や｢ 知っている ｣で言い換えられることが多いのです。

確かにドアにカギをかけましたか

上の英文も「あなたはドアに鍵をかけたと思ってますか」で訳せてしまう。

⑵ 節の 直 前に「感情を表す形容詞・分詞」があった場合、その 節は「～

して」「～できて」と訳します。これは副詞用法の不定詞の場合と同じです。

彼が競争に勝てなくて彼女は怒った

あなたに再会できてうれしいです

⑶ 節の 直 前に「人の性格 質 を表す名詞・形容詞 分詞 」「 型の形

容詞 分詞 」があった場合、その 節は「～なんて」「～とは」と訳します。

そんなバカなことを言うなんて彼は気がおかしいのか

⑶関係代名詞の

①関係代名詞の とは。

には関係代名詞の もあります。その用法は以下の２つです。

⒈主格の関係代名詞 や目的格の関係代名詞 の代用と

して用いられる｡

野球は少年達が好むスポーツです

上の英文では が目的格の関係代名詞 の代用として用いられ､ 節全体が を修飾している｡

⒉補語格の関係代名詞として用いられる。

－１３－
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テッドは十年前の親切な人間では 今はもう ない

そして関係代名詞の が導く節の働きは、１つしかありません。それは 直

前の名詞 先行詞 を修飾することだけです。

②関係代名詞の か 接続詞の か その見極め方。

名詞の直後に置かれるという点で、関係代名詞の と、同格の 接続詞 は

見分けがつきにくいですね。簡単な見極め方法は、

⒈関係代名詞の後には「不完全な文」が来る。

｢不完全な文｣とは､ ､ ､ 又は所有格のどれか一つが欠けた文のこと｡

⒉接続詞の後には「完全な文」な文が来る。

という点です。

名詞

上の英文の の後ろは、主語が欠けた不完全な文。したがって は「関

係代名詞」と分かります。訳は「これはみんなに知られている事実です」。

名詞

上の英文の の後ろは、「地球は丸い 」という完全な

文。したがって は同格の「接続詞」と分かります。訳は「ほとんどの人々

は地球が丸いという事実を否定した」。

⑷強調構文をつくる 。

①強調構文とは。

強調構文とは、 □ ～ の形で、□の部分に自分が強調したい語 句 を

入れるというものです。この強調構文をつくる については、品詞は考えな

くて結構です 関係詞だ､接続詞だ…と言い切れないので 。

下記の英文を強調構文にせよ、という場合、それぞれ以下のようになります。

－１４－
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一週間前私はパーティでジャックを見た

⒈ を強調したければ



⒉ を強調したければ



⒊ を強調したければ



⒋ を強調したければ



②強調構文か 仮主語構文か その見極め方。

～ … となるという点では、強調構文と仮主語構文は区別がつきにく

いですね。そんな区別のつきにくい両者を、一瞬で見極める方法を紹介します。

⒈ と の間に「形容詞・分詞」や「副詞 句・節 」がある場合。

と の間に「形容詞」や「分詞」があったら、それは仮主語構文

だとみて間違いありません。

と の間に「副詞 の仲間 」があったらそれは強調構文だとみて間

違いありません。

⑴ 形容詞・分詞 完全な文  仮 主語構文

⑵ 副詞 句・節 完全な文  強調構文

副詞 の仲間 とは、具体的には以下の３つです。

①副詞一語

注 語尾が～ で終わることが多い｡あるいは のような時を表す名詞も副詞として用いられることが多い｡
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②前置詞＋名詞

③接続詞＋Ｓ＋Ｖ～

ただし「前置詞＋名詞」が形容詞句になっている場合は例外。仮主語構文

とみなし「前置詞＋名詞」がＣ 補語 になっているとみる。

そのような代表例としては「 抽象名詞」や「 範囲・限界を表す

名詞」など。特に「 抽象名詞」は形容詞化するというルールは頻出。

以下はすべて仮主語構文 節が真主語 。

君が一所懸命勉強することが大事だ

彼がその事故で死んだということが信じられない

人前でそんなことを言ったのは冗談の域を超えている

⒉ と の間に「名詞 句・節 」がある場合。

と の間に「名詞 の仲 間 」があった場合、 の後ろの英

文が「完全な文」なら仮主語構文、「不完全な文」なら強調構文とみていい

でしょう。

⑴ 名詞 完全な文  仮主語構文

⑵ 名詞 不完全な文  強調構文

③注意すべきポイント。

⒈「不完全な文」とは、Ｓ 主語 ・Ｏ 目的語 ・Ｃ 補語 のどれかが欠けた文の
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こと。

⒉ ～ の構文で、 の後ろが「不完全な文」であれば、それは強調構

文と見てほぼ間違いない。

もちろん文頭の が直前の単数名詞や直前の内容を指す代名詞､その後の が直前の名詞にかかる関係代名詞という英文も中にはあるので､

先頭の が文中で役割を持っているかどうかを確認する必要はある｡つまりその が｢それ｣と訳せるなら強調構文ではない｡逆にその が訳

がつかない 文中での役割を持っていない のなら強調構文ということになる｡下の英文は強調構文のように見えるが､ は｢それ｣と訳せ､また

は単なる関係代名詞で､強調構文ではない｡

関･代

その時、雨が降ってきた。それは私たちが心配をしていた問題だった

⒊強調構文だとわかったら、 と をカッコでくくってしまうといい。

すると文の骨組みが浮かび上がってくる。

⒋強調したい語 句 が「人」の場合は、 の代わりに が使われる

こともある。

窓を壊したのはトムなんです

ジャックが好きなのはナンシーです

⒌また強調したい語 句 が「物 事 」の場合は、 の代わりに が使わ

れることもある。

昨日私を噛んだのはその犬です

かむ

私が買いたいのはそのパソコンです

⒍強調構文が下線部訳問題になっていた場合、うまく和訳するポイントは、上記

の例文の訳し方のように、強調されている語句を和訳の最後にもってくること

である。

ただし、以下のように強調されている語句が「 語 句・節 」の場合は、

「～してはじめて ようやく …した」と、前から普通に訳せばいい。

彼らの助けによってようやく私たちその危機を乗り切ることができた
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⒎イディオム的な強調構文として以下の構文は頻出。

～ … 「～してはじめて…する した 」

健康を失ってみてはじめてその価値が分かる

⒏疑問詞付き疑問文の強調構文。

疑問詞付き疑問文の強調構文の公式は以下の通りです。

疑問詞 平叙文の語順？

要するに、疑問詞の後ろに「 」を置き、その後を「平叙文の語

順」に戻すわけです。たとえば以下のような普通の疑問文の場合、

君が知りたいのは何ですか

これを強調構文にすると以下のようになります。

平叙文の語順

和訳の際には の部分を でくくってしまうといいのです。

⑸その他の 。

①先行詞を明示する 。

の後に来る名詞が、先行詞であることを明示する用法があります。

下の例文の場合、 節の先行詞は ではなく、 であることを

示しています。このような は、日本語に訳出する必要はありません

彼女はすべての女性に本来備わっている母性的なやさしさに満ちた表情で

微笑んだ

②副詞の 。

副詞の は会話などで用いられることが多い。通例、疑問文や否定文で用

いる。副詞の とほぼ同じ意味。用法も同じ。
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⒈「そんなに」「それほど」

そんなに遠くへ行くな

彼はあまり裕福ではない

否定文では、 が強調の意味で前につくことがある

そんなに金持ちなら、何故私の金が必要なのか

⒉ 結果を表す節を伴って 「とても」「それほど」

；

その試験はとても難しくて私は落ちました

 で「それだけ」「そんなに」といった用法もある。

彼はそれだけ使ってしまった

テニスはそれほど好きではない

レクチャー３

の用法。

⑴ 節がＳ・Ｏ・Ｃになったり、又は前置詞の後ろに置かれている場合、その

は「～かどうか」と訳す。

Ｓ Ｖ Ｃ

それが本当かどうかは依然として未解決の問題です

それが本当かどうか疑わしい

Ｓ Ｖ Ｏ

問題は彼がそこにいたかどうかだ

Ｓ Ｖ Ｃ

前 前置詞の目的語

それは明日雨が降るか晴れるか どうか による

－１９－

接続詞



 節内の は､ が｢～かどうか｣という意味になる場合､つけなくてもいい｡逆に言えば が

ない 節は､ ､｢～かどうか｣だと思って間違いない｡

ただし がついている場合は､｢～かどうか｣､｢～であろうとなかろうと｣両方の意味の可能性があるから注意｡

 の直後に｢ ｣がくることもある｡

｢ ～｣という形で､｢～すべきかどうか｣という用法もある｡

行くべきかどうか決心がつかない

⑵ 節がＳ・Ｏ・Ｃにならない場合、その は「～であろうとなかろう

と」と訳す。

Ｓ Ｖ Ｏ

成功してもしなくても、彼は最善を尽くすだろう

 ・・にならない場合の は､必ず とｾｯﾄで用いる｡

⑶「～かどうか」となる場合の と の使い分け方。

カンタンな覚え方は、 が「～かどうか」となるのは、他動詞の目的語になる

場合で、それ以外で が「～かどうか」という意味になることはないというこ

とです。

{
｢分かる｣

}
｢尋ねる｣

｢疑う｣

Ｓ ｢調べる｣ Ｓ Ｖ～

｢分かる｣ Ｏ

｢思う｣

Ｖ

例外としては、 節が真主語になる場合は「～かどうか」という意味になること

はある。ただしこれはくだけた ものの 言い方である。
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仮･主 真･主

それ以外は「～かどうか」は基本的に を用いる。

詳しくは以下を参照してほしいが、これらは特に丸暗記の必要はない。

①他動詞の目的語となる場合、 と はどちらを用いてもよい。

それが本当かどうか疑わしい

Ｓ Ｖ Ｏ

② は直後に 不定詞をとって「 ～ ～すべきかどうか」と

いう形があるが、 にはこれがない × ～

×

行くべきかどうか決心ができない

③ は直後に を持ってくることができるが、 にはこれがない

× Ｓ＋Ｖ～

○ Ｓ＋Ｖ～

④ は「主格補語」になれるが、 はなれない｡

×

Ｓ Ｖ Ｃ

問題はかれがそこにいたかどうかだ

⑤ は「主語」になれるが、 はなれない。

×

Ｓ Ｖ Ｃ

それが真実であるかどうかは依然未解決の問題です

⑥ は、名詞の後ろにおかれてその名詞と同格になることがあるが、 に

はこの働きはない。

×

名詞 ｢同格｣の 節

彼がその秘密を知っていたかどうかは疑問が残る

－２１－
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⑦ は前置詞の後ろに置けるが、 は置くことはできない。

×

それは明日雨が降るか晴れるかによる

レクチャー４

接続詞を用いた「時」に関する重要構文。

⑴ Ｓ Ｖ～．「まもなく～するだろう」

すぐに彼は英語を話せるようになるだろう

⑵ Ｓ Ｖ～． 「まもなく～した」

まもなく私はその計略に気付いた

⑴⑵は、共に を用いて書き換え可能。

→

⑶ ～ Ｓ Ｖ 過去形 …．「～しないうちに…した」

そんなに待たないうちに彼がやってきた

そんなに遠くに行かないうちに雨が降りだした

⑷ Ｓ Ｖ～ 「～する頃までには」

君が戻ってくる頃までには、私は仕事を終えてしまっていることだろう

特に主節が未来完了形の場合には、上例のように「～するころまでには…して

しまっているだろう」と訳すといい。

－２２－
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⑸ Ｓ Ｖ～「～するたびごとに」

「～する時はいつも 必ず 」＝

１人が入ってくるたびに、別の１人が出ていった

私が顔を出すと彼女はいつも文句を言う

⑹ Ｓ Ｖ～ 「～するときはいつも 必ず 」

彼女は思い通りにならないときはいつでも腹を立てた

⑺ Ｓ＋Ｖ～ 「はじめて 今度 最後に ～する時 に 」

はじめてその街を訪れた時、私は妻と出会ったのだ

⑻ ～ Ｓ Ｖ… 「～してはじめて…する」

健康を失って初めて我々はその価値に気付く

上例は以下の英文を強調構文にしたもの。

私達は健康を失うまで、その価値に気付かない

 と が省略されると、後半の主節は疑問文と同じ語順になる。

→

疑問文の語順

同じ書き換えの例をもう１つだけ挙げてみよう。

私は昨夜までその知らせを知らなかった

＝
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私は昨夜になって初めてその知らせを知った

＝

疑問文の語順

レクチャー５

「～までに は 」と「～まで」の違い。

⑴「～までに は 」。

「～までに は 」という意味を表すものには と があります。

両者の違いは品詞で、 は「前置詞」。 は「接続詞」です。つま

り、両者は同じ意味でも は 前置詞なので 直後に「名詞 の仲間 」をとり、

の方は 接続詞なので 直後に「Ｓ Ｖ～」をとります。

８時までにそれを終えます

名詞

歳になるまでには自分の家が持てるだろう

⑵「～まで」。

「～まで」という意味を表すのは です。 の場合、前置詞、

接続詞両方の品詞があります。つまり「 」の後ろに「名詞」があれ

ばその「 」は前置詞、「Ｓ Ｖ～」があれば接続詞と思ったらいいで

しょう。

前置詞 名詞

彼女は次の日曜日までずっとここにいる

接続詞

彼女が戻るまで誰も外に出なかった
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⑶「 又は 」と「 」の使い分け。

又は は「までに は 」、until[till] は「まで は 」です。

意味から区別がつきにくい場合には、以下を参考にしてください。

①「 又は 」は、「期限」にその焦点がある。

⒈後ろには「期限」を表す語句が来る

⒉主節には「 期限までの 完了・達成」の意味を表す動詞が来ることが多い

のが特徴です。いくつか例を挙げてみましょう。

明日までにはそれを終えてしまっているだろう

仕事は８時までには終わるだろう

明朝までにそれをやり終えてくれませんか

食事が終わるころまでには夜が明けていた

確かに上の例文でも は「完了・達成」の意味

を表す動詞であり、 の後ろには「期限」を表す語句がありますね。

②「 」は「期限」までの「行為・状態」にその焦点がある。

⒈後ろには「継続の終点を示す」語句が来る

⒉主節には「 期限までの 継続」の意味を表す動詞が来ることが多い

のが特徴です。これもいくつか例を挙げてみましょう。

彼は次の日曜日までずっとここにいる

明日の朝まで待ちなさい

目標を達成するまであきらめるな

確かに上の例文でも、 は「継続」の意味を表す動詞です。
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も、「あきらめない」ということは、裏を返せば「がんばり続

ける」わけで、これも「継続」を表しています。そして の後ろにはそれ

ぞれ「継続の終点を示す」語句がきていますね。

レクチャー６

「理由」を表す意外な接続詞。

⑴ Ｓ Ｖ～ 「というのは～だからだ」

ちょうど 時だった。というのは なぜなら 教会の鐘が鳴っていたからだ

⑵ Ｓ Ｖ～ 「 今はもう ～だから」

みんな集まったからには始められるぞ

⑶ Ｓ Ｖ～ 「～だから」

非難する

それを君自身は知らないのだから、誰も君を非難することはできない

⑷ Ｓ Ｖ～「～という理由で、～なので」

私のおいは若さに免じて許された ｢根拠｣

⑸ Ｓ Ｖ～ 「～という点において、～だから」

人間は考えたり話したりできるという点でけだものとは違う
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レクチャー７

「条件」を表す意外な接続詞。

⑴ Ｓ Ｖ～ 「もし～の場合に 備えて 」

もし私が遅れたら、待っていないで食事を始めなさい

雨が降る場合に備えて傘を持って行きなさい

⑵ Ｓ Ｖ～ 「もし～なら」

君の父さんが僕達が一緒にいるのを見たら、なんて言うだろう

⑶ Ｓ Ｖ～ 「もし～なら」

もし君が正しいなら、その計画を実行してもよろしい

⑷ Ｓ Ｖ～ 「もし～なら」

彼は５時までに帰宅するのなら出かけてもよい

⑸ Ｓ Ｖ～ 「～でない限り」

もっと速く歩かない限り、最終列車に乗り遅れますよ

⑹ Ｓ Ｖ～ 「もし～なら」

もしあなたが僕の申し出を受け入れてくれるなら、なんでもします

①｢ ～｣や、｢ ～｣という形はない。

②｢ ～｣は命令文なので、文頭で必ず用いるという点も頭
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に入れておこう。

③｢ ｣｢ ｣以外は仮定法で使うことはない。

 Ｓ Ｖ～ は、元々 Ｓ Ｖ～ だった

それが分詞構文となったもの と考えるといい。

 Ｓ Ｖ～ は元々 Ｓ Ｖ～ だった。

Ｓ Ｖ～ は元々 Ｓ Ｖ～ だっ

た それが分詞構文となったもの と考えるといい。ちなみに

Ｓ Ｖ～ で「～と規定する」という意味が 元々の動詞の には あ

るのだ。

⑺ Ｓ＋Ｖ～ 「～と仮定して」

「～を考慮に入れるなら 入れると 」

「～があれば」

半径を センチとして、その円周を求めよ

人間健康でいられれば、何でも成し遂げられる

「 名 」となることもある。その場合は は前置詞と

見なされる。

経験がないことを考えれば、彼は良い仕事をした

チャンスがあれば、それに挑戦してみたい

レクチャー８

の用法。

⑴「もし～なら」 Ｓ Ｖ～

もし何かあったら、すぐに電話してください
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⑵「～の場合に備えて、～だといけないので」  Ｓ Ｖ～

となることもある。

万一 雨が降るといけないから傘を持っていきなさい

 の後の動詞が｢ ～｣となるのは､予想される事柄が起きる可能性が低いと話者が考えているような場合｡

⑶ という形で 「万一の用心に、万が一に備えて」

万一の用心にレインコートを持っていった方がいいよ

レクチャー９

「 ～ Ｓ＋Ｖ…」という形で接続詞的に使われるもの。

⑴ Ｓ Ｖ～ 「Ｓが～するたびに」

Ｓ＋Ｖ～

彼女はやるたびに失敗した

⑵ Ｓ Ｖ～ 「Ｓが～するとすぐに」

私は到着するとすぐ彼に電話をかけた

⑶「 」と「 」。

① Ｓ＋Ｖ～ 「～に関する限りでは ～について言えば」

Ｓ Ｓに関して言うと、Ｓに関する限り では

私の知る限りでは

目の届く限り

我々の判断できる限りでは

なお には、上記以外に以下のような用法もある。
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場所を表す名詞 Ｓ＋Ｖ～ Ａまで、～ と同じ距離 まで

注 否定文に限り も可｡

この通りを角まで行って左へ曲りなさい

山は見た目ほどは遠く離れていなかった

② Ｓ＋Ｖ～

⒈ 時 「～する限り、～する間は］」 Ｓ＋Ｖ～

Ｓ＋Ｖ～

彼がここにいる限り私の仕事がふえるだろう

⒉ 条件 「～ し さえすれば」 Ｓ Ｖ～ 注 仮定法には用いない｡

あなたが幸せでありさえすれば私はかまわない

※ちなみに ～ は｢～の場合にのみ だけ ｣｡

一生懸命働いた場合にのみ彼女は成功するだろう

一生懸命働かない限り、彼女は成功しないだろう

なお には、上記以外に以下のような用法もある。

時を表す名詞 Ａの間、Ａもの長い間

５年もの間、彼は胃痛に苦しんでいる

③「 」 と 「 」の使い分け方。

「 」 と 「 」は、いずれも「…する限りでは」と訳され

ますが、前者 つまり ～ は「時間の限度」と「条件」を表し

後者 つまり ～ は「範囲 程度 の限度」を示すのが違いです。

つまり「範囲」というニュアンスが感じられる場合には を、

「期間・条件」のニュアンスが感じられる場合には を使うと
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接続詞



いいでしょう。

レクチャー１０

「Ｓが～するために できるように 目的 」を表す接続詞。

⑴ Ｓ Ｖ 原形 ～

 と は､どちらかを省略することも可能｡

聞えるようにもっと大きな声で話してください

逃げられないように彼をきつくしばった

⑵ Ｓ Ｖ 原形 ～

彼女は自分の原稿をあなたに読んでもらうためにきっと早く来るでしょう

レクチャー１１

「～するとすぐ…した」を表す構文。

⑴ Ｓ＋Ｖ 過去 ～ Ｓ ＋Ｖ 過去 …

⑵ ～ Ｓ ＋Ｖ 過去 …

⑶ Ｓ＋ ＋□＋ ～■Ｓ ＋Ｖ 過去 …  ⑶だけは､前半部分が｢過去完了形｣になる｡

－３１－
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□＋ ＋Ｓ＋ ～■Ｓ ＋Ｖ 過去 … □が文頭に出ると､直後が疑問文と同じ語順に変

疑問文と同じ語順 化する｡

□ ： ■

彼は私を見るとすぐに泣き出した

 を見るとすぐに

レクチャー１２

「 ～ Ｓ＋Ｖ…」と「 ～ Ｓ＋Ｖ…」。

⑴ ～ Ｓ＋Ｖ… 「Ｓはとても～なので…だ」

～ Ｓ Ｖ… の場合、 の直後 つまり「～」の部分 には

① 形容詞 可算名詞

② 形容詞 不可算名詞 複数名詞

－３２－
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のいずれかが来るのが特徴です。

Ｓ＋Ｖ 形容詞 可算名詞 Ｓ＋Ｖ…

Ｓ＋Ｖ 形容詞 不可算名詞 複数名詞 Ｓ＋Ｖ…

彼女はとても頭のいい子だったのでみんなが彼女に憧れた

彼らはとても勇敢な人たちだったので村人たちは彼らを信頼した

⑵ ～ Ｓ＋Ｖ… 「Ｓはとても～なので…だ」

～ Ｓ Ｖ… の場合、 の直後 つまり「～」の部分 には

① 形容詞 可算名詞

② 形容詞 分詞 、又は副詞

のいずれかが来るのが特徴です。

Ｓ＋Ｖ 形容詞 可算名詞 Ｓ＋Ｖ…

{
形容詞 分詞

}Ｓ＋Ｖ Ｓ＋Ｖ…

副詞

ジョンの奥さんは若いから、お化粧しないでもきれいだ

彼はとても親切だったので、家族から愛された

特に、 の直後が「形容詞 可算名詞」の語順を問う問題は頻出。

このような語順になるのは、副詞の「 」「 」「 」「 」の直後に、冠詞

の「 」を置くことはできないというルールのため。

上の英文も、 を用いれば、以下のように 通常の語順で 書き換えられる。

→

それから の後には不可算名詞や複数名詞はこれない点に注意。その場合には

を用いる。
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×

○

ただし、数量を表す が名詞につく場合だけは、 を

用いる。

{ }Ｓ＋Ｖ… 名詞 Ｓ＋Ｖ～

×

この場合、 を で言い換えることはできない。

×

レクチャー１３

その他の頻出の接続詞。

⑴Ｓ 動詞 Ｓ＋Ｖ～ 「Ｓは大変なものなので～」

彼女の怒りは大変なものだったので、彼女は病気になってしまった

この構文は多くの場合、主語が「驚き」「怒り」「心配」等のような感情を表す名

詞となります。

また、この構文と ～ Ｓ＋Ｖ… は、「 」「 形容詞 分詞 」の部分

が文頭に飛び出すと、主節部分は「疑問文と同じ語順」になり、作文などで頻出

です。上の英文も、以下のように書き換えることができます。

→

→

⑵

｛ ｝Ｓ Ｖ 原形 ～ 「～するといけないので」

～しないように
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それを忘れるといけないと思って書き留めた

この構文は、どこにも 等の否定語はついてにもかかわらず、否定の内容を表

すので頻出です。またこの構文は、

① Ｓ Ｖ 原形 ～

② Ｓ Ｖ 原形 ～

③ Ｖ 原形 ～

④ Ｖ 原形 ～

で書き換えることができます。

→

⑶ Ｓ Ｖ～ 「もし～でないなら」≒

「～しない でない 限り」≒ Ｓ Ｖ～

「～する場合を除いて」

雨が降らなければ彼女は行くでしょう

それほど忙しくなければあなたにお会いします

で注意しておきたいのは、「 ＝ 」と単純に覚えている

と答えが見つからない場合があることです。

次の問題を見てください。これ、実際にセンターで出題された問題です。

「 ＝ 」と覚えていた受験生が、全員答えに窮してしまった問題な

のです。

問

①

②

正解は②です 「彼の運転はとても荒っぽい。もし彼が事故を起こさないとすれ

－３５－
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ば、それは驚きだ」 。

①は を「もし～でなければ 」ではなく、「～しない 場合に

限り」と訳せば、「彼が事故を起こさない 場合に 限り」となり、これを空欄に

入れると文全体は「彼の運転は荒っぽい。彼が事故を引き起こさない 場合に 限

り、それは驚きだ」というおかしな意味になってしまいます。 を「～しな

い 場合に 限り」「～という場合を除いて」と訳すことを知っていて、はじめて

おかしいとわかるわけです。このように の特徴は、 単に「もし～でなけ

れば」というより 主節の内容を否定するための「唯一の条件」を示し、「…とい

う条件の場合は除いて」という排他的な意味が強いのです。

※先程の問題でも、「私が驚かない」ための条件は 可能性として 無数にあり

うるし、まして「彼が事故を起こさないこと」がその「唯一の条件」となる

わけもない。

それから は「仮定法」と共に使うことは 基本的に ないという点にも注意

しておくといいでしょう。

⑷ Ｓ Ｖ～ 「ひとたび いったん ～すると」

僕はいったん眠りについてしまったら６時前には決して目を覚まさない

には「昔」「かつて」「一回」といった、名詞や副詞の もあって見極

めに苦労します。簡単な「接続詞の 」の見極め法は、以下のように２つの

「Ｓ Ｖ」をつないでいる は接続詞であると見たらいいでしょう。

① Ｓ Ｖ～ Ｓ Ｖ…

接

② Ｓ Ｖ～ Ｓ Ｖ…

接

⑸ Ｓ Ｖ～

①～の間 時 に、～ながら も

私が娘と遊んでいるうちに準備をしてしまいなさい

②～だけれど、～のに、～の一方 で
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同情はするが，私には実際は大したお手伝いはできません

③その一方 で ～

賢者は真理を求めるが，愚者はこれを侮る

③の意味になる場合、 は 多くはカンマとセットで 必ず文中盤で使われ

る。

⑹ Ｓ＋Ｖ～

①たとえ～としても

たとえ今回はうまくいかなくても、もう一度チャンスがある

 という言い方は 基本的に ない。

と の違いは、 はあくまで の強調表現で

あり、節内の内容は「条件」であって現実 事実 ではない。

それに対し はあくまで の強調表現であり、節内の内

容は、 譲歩された 現実 事実 である。

たとえ君が甘いものは嫌いだとしても、これを試しに食べてみて

上の英文は、実際 は甘いものは嫌いなのである。

たとえ雨が降ろうが雪が降ろうが、彼は毎週釣りに出かける

上の英文の場合、雨や雪というのはあくまで たとえとして出された 条件

であって、現実に今、それが降っているわけではない。

②もっとも～だが、 とはいえ ～だけれども

主節の後ろで、補足的に用いられる。

彼は自分で行くと言い張っている。理由は私には分からないが
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⑺

｛
Ｓ Ｖ 原形 ～ …せよ。そうすれば～だろう

命令文

｢…せよ｣ Ｓ Ｖ 原形 ～ …せよ。さもないと～だろう

今すぐ出発しなさい。そうすれば会合に間に合うでしょう

今すぐ出発しなさい。さもないと列車に乗り遅れますよ

の後ろには未来の内容が来ます。

また、以下の例文のように命令文でなくても、それに相当する表現であれば、直

後で同じように そうすれば や さもないと を使用することがありま

す。

急がなくてはなりません。さもないと列車に乗り遅れますよ

今出発しないと行けません。そうすればバスに間に合います

⑻ Ｓ Ｖ～

① 節が他動詞の目的語 要するに名詞節 になる場合、「～かどうか」と訳す。

Ｓ Ｖ Ｏ

彼がその問題を理解しているかどうかわかりますか

彼女は病気かしら

Ｓ Ｖ Ｏ

②それ以外の 節 要するに副詞節になる場合 は、「もし～ なら 」「たとえ

～としても 」のいずれか。

彼に聞けば教えてくれるだろう

お金がとてもかかるとしても私はそれをするつもりだ

貧乏でも彼は幸せそうだ
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⑼ 否定文 Ｓ Ｖ～ 「～だからといって」

貧乏だからといって恥じてはならない

単にそれが出来ないという理由で彼を軽べつしてはいけない

上例のように、否定文と共に用いられる は、「～だからといって」とい

う意味になることが多いのです。

ただし、否定文と共に用いられる の全てが、そのような意味になるわけ

ではありませんから注意してください。

私は彼が好きではありません。なぜならば彼は頭が良くないからです

上の英文の は、否定文と共に使われていますが、通常の「なぜならば～」

という意味ですね。

この意味 「～だからといって」 になる の特徴は、以下の２点です。

① の前にカンマ が置かれない。

②「 ただ 単に」という意味の 等の副詞が の

直前に付くことが多い 必ずではない 。
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